
浮世絵にみる信州

平成31年 1月 4日（金）～３月24日（日）

Shinshū 
   depicted in Ukiyo-e

◆入館料：一般1000円、中・高・大学生500円、小学生以下 無料
※以下の方は100円引きで入館できます。
団体（20名様以上）／60歳以上の方／障害者手帳をお持ちの方
JAF会員様／隣接する歴史の里の半券、またはこのチラシ持参の方
◆開館時間：10:00～17:00（入館受付は16:30まで）
◆休館日：月曜日（祝日の場合は開館、翌平日休館）

※前期・後期で展示替えを行います
前期：1月 4日（金）～ 2月 11 日（月・祝）
後期：2月 13 日（水）～ 3月 24 日（日）



江戸時代、信州の名所や風俗に取材した浮世絵木版画は江戸の

地で多く摺り出されました。善光寺や浅間山といった名所の他、

信州を舞台とする物語や合戦に取材した作品が刊行され、中で

も木曽街道（中山道）の宿駅を描いた揃物はよく知られています。

陸路や航路が整備され人や物の行き来が活発になった江戸時代

には、紀行文や名所図会等の刊行により、特色ある地方の様子

が広く伝わります。信州の風土や名所もまた、他の地域に居な

がらにして知ることができました。

本展では、江戸の人々が浮世絵を通して思いを馳せた信州をお

楽しみいただければ幸いです。

〔交通のご案内〕
●JR松本駅より
アルプス口バスのりば 松本周遊バス “タウンスニーカー” 西ロングコース
で約 24 分、「浮世絵博物館・歴史の里」下車すぐ
●松本電鉄 大庭駅より　徒歩約 15 分
●長野道・松本 IC より　国道 158 号を上高地方面へ約 300ｍ、小柴交差点
を右折後すぐ
〒390-0852 長野県 松本市 大字島立 字新切 ２２０６－１
Tel (0263)47-4440　
http://www.japan-ukiyoe-museum.com/

◆ギャラリートーク
1月 19 日（土）/ 2 月 16 日（土）/
3 月 16 日（土）
各日、14：00 ～（30 分程度）　
　※要観覧券・申込み不要

1 月 27 日（日）
長野県民デー
長野県内にお住まいの方は入館料が 500 円
となります。
※ご住所のわかるものを受付でご提示ください。
各種割引は併用できません。

◆リピーター割引
チケットの半券をご提示で、2回目以降の入
館料が 500 円となります。
※各種割引は併用できません。

◆常設展示（月替わり）も開催中
　企画展と併せてご覧いただけます。

浮世絵にみる信州
Shinshū depicted in Ukiyo-e

①　　　　　　　　　　　②

③

表：歌川広重「木曽海道六拾九次之内 長久保」（前期のみ展示）

裏：①歌川国芳「川中嶋百勇将戦之内　明将武田晴信入道信玄」（前期のみ展示）

②歌川国芳「山海女天たい図会　ヲゝつめたい」（前期のみ展示）

③歌川広重「善光寺みやけ 木曽のかけはし」（後期のみ展示）

Many Ukiyo-e woodblock prints depicting scenic spots and customs in 
Shinshū (the old name of Nagano prefecture) were also published in 
Edo (the old name of Tokyo). For example, pictures depicting scenic 
spots such as Zenkōji Temple and Mt. Asama, or scenes of tales and 
battles in Shinshū exist. Series of works depicting the Kiso Highway 
(the Nakasendō Highway) are also well-known. 
Land and sea routes developed and traffic of people and goods became 
active in the Edo period (1603-1867). Traveler’ s journals and 
illustrated guidebooks were widely published, introducing distinctive 
features of localities. Among those publications, there were works 
dealing with Shinshū, through which people living in other areas could 
know of its nature and scenic spots.
Through the exhibition of such Ukiyo-e, we hope you will enjoy the 
Shinshū that people in Edo imagined about.


